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はじめに

メディア環境が大きく変容する中，子どもと
メディアをめぐる研究は，2000年代に入って多
様な展開を見せているが，そこにはいくつかの
注目すべき特徴がある。第一は，研究の対象
がテレビ・ビデオだけでなく，テレビゲーム，コ
ンピューター，インターネット，モバイルメディ
ア等に広がる中での，メディアが及ぼす様々な
影響をめぐる研究への関心の高まりである。第
二は，子どもの中でも，とりわけ乳幼児期の子
どもとメディアとの関わりをめぐる研究の重要性
に対する認識の高まりである。第三に，研究手
法や各種測定方法の開発を含めた，子どもとメ
ディア研究の新たなパラダイム構築に向けた関
心の高まりも注目される。

この3点は，互いに重なり合う面もあるが，
当研究所では，“子どもに良い放送”プロジェ

クトで実施してきたフォローアップ調査が乳幼
児期を終えて，中間総括のタイミングを迎えて
いることから，本稿では，「乳幼児とメディアを
めぐる研究」に注目して，海外における近年の
研究動向の特徴を紹介し，今後の課題と展望
について考察する1）。
・本稿での「メディア」は，テレビ・ビデオ・テレビゲー

ム・コンピューター等の電子メディアである。

1．子どもとメディア研究の変容

（1）90 年代までの研究の特徴
テレビをはじめとする電子メディアが子どもに

及ぼす影響については，アメリカを中心に多く
の研究が行われてきた。50年代に遡るテレビ
初期の研究では，暴力描写の影響をめぐる研
究が，大きなウエイトを占めていた。この傾向
はイギリスにも共通している。暴力描写は，そ
の後もテレビ，ビデオ，テレビゲームの影響研
究の中で取り上げられてきた。そして，テレビ
暴力の影響研究については，メタ分析2）による
知見の整理も進み，多くの研究者たちの間で
は，子どもたちに対して一定の影響力があるこ
とや，影響の大小を規定する様 な々要因につい
て，共通認識がなされるようになってきた。

80年代以降は，より広い視野に立って「テ
レビと人間の行動」に注目した研究が求められ
るようになった。暴力描写だけでなく，ジェン
ダーの描写（性役割），人種の描写，性描写，
高齢者や子どもの描写等，様々な描写が，テ
レビの影響研究として取り上げられるように
なった3）。また，アメリカのテレビは，商業放
送主導で始まったこともあって，テレビ初期か
らコマーシャルが子どもに及ぼす影響の議論と
研究も盛んであった。
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その一方で，『セサミストリート』（1969年～

放送中）の制作にあたって，様々な教育効果の
検証を通して番組の開発と改善を行うという形
で，幼児とテレビに関する多数の研究が積み重
ねられてきた。効果的な教育番組制作のために
は，人間（子ども）の発達に関する研究が重要
であることが認識され，映像への注目や理解と
いった基礎研究を含めた体系的な研究が行わ
れ，2，3歳以上の子どもを対象とする様 な々子
ども向け教育番組の開発に生かされてきた。

90年代に入ると，多メディア・多チャンネル化
が急速に進み，多くの国 で々新たなメディア環境
が子どもや社会に与える影響への関心が高まりを
見せた。アメリカでは，子ども向け専門チャンネ
ルだけでなく，幼児向け専門チャンネルも増え，
既存の公共放送では，イギリスで開発されたテレ

ビ番組『テレタビーズ（Teletubbies）』の放送（1998

年，1～ 3歳向け）が，瞬く間に人気を集めた。

同じ時期，Baby Einsteinシリーズ（1997年登場）

をはじめとする0歳児をも含めた乳幼児対象の
市販ビデオ・DVDが，早期教育に期待を寄せ
る若い親たちを惹きつけ，急速に売り上げを伸
ばして，社会現象になるという状況も見られた。

（2）2000 年代 : 乳幼児とメディア研究の展開
21世紀を目前にした1999年，アメリカ小児

科学会が，子どものテレビ視聴に関する提言を
発表した（American Academy of Pediatrics  1999，

2001）。テレビ等の映像メディアへの接触が子ど
もの発達に及ぼす影響にはプラス・マイナス両
面があることを踏まえたうえで，家庭や小児科
医が積極的な役割を果たすことを提案したもの
だが，接触時間については「2歳未満の子ども
のテレビ接触は推奨できない」「2歳以上の子ど
もについても，1日1 ～ 2時間以内の，教育的

な内容のテレビやその他の映像メディアへの接
触にとどめるのが望ましい」としている。

この提言は，2歳までの子どもの発達にとっ
てテレビの好ましくない影響を検証した科学的
な実証データを根拠とするものではなかった。
この時期の子どもには，直接人と関わりを持ち
ながら言葉や社会性を発達させていくことが重
要で，テレビやビデオの視聴時間が多いことは，
親をはじめとする人間同士の関わり合いの時間
を奪うおそれがあるという推測に基づく懸念が
理由となっていた。

こうした状況に対して，2000年代には，研究
者たちの間で，これまで研究の対象として本格
的に取り上げてきたとはいえない0 ～ 2 歳を含め

た乳幼児期の子どもの発達とメディア接触の

関係に対する関心が急速に高まる結果となった。
認知発達，言語発達，社会性の発達との関係
性の他，注意持続力や睡眠障害，肥満との関係
性等，様 な々テーマについて，心理学，教育学，
コミュニケーション研究はもちろん，さらに，公
衆衛生，疫学，医学など多様な分野の研究者た
ちが次のような研究に関与するようになった。
・2 歳未満を含めた乳幼児期の映像への注目や理解度

に関するより本格的な研究
・2 歳までの子どもの発達に好ましい映像を提供するた

めの工夫（制作者，保護者）の検証を組み込んだ研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  等

現時点では，実証データの蓄積段階の研究
が多く，一定の方向性を示す研究成果の提示
というより，今後へ向けての研究課題を提示し
ているものが多いといえるが，この段階の研究
動向から学ぶことも多いと考えられる。

こうした背景を踏まえて，以下の項では，2000
年以降に発表された「乳幼児とメディア」に関す
る調査研究について，アメリカの例を中心に，い
くつかの観点から整理して動向を紹介する。
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2．乳幼児のメディア接触実態調査

（1）カイザー・ファミリー財団による調査
前述のような状況にあったアメリカでは，乳幼

児期の子どもたちの詳細なメディア接触実態の
把握が急がれていたが，カイザー・ファミリー財

団（健康問題を扱う非営利民間団体）が大学研究者
の協力を得て，2003年と2005年に，0歳6か月
～ 6歳児対象の全国調査を実施している（表1）。

2003年調査では，「0 ～ 6歳児は1日当たり
約2時間，映像メディアに時間を費やしており，
そのほとんどがテレビとビデオである」「3歳以
下の子どもの3割，4 ～ 6歳の4割は，自分の
部屋にテレビがあり，こうした子どもの視聴時
間はそうでない子どもより多い」「0 ～ 6歳児の
3分の1は，テレビが常に，またはほとんどい
つもついている家庭で生活している」「テレビが

子どもの学習に及ぼす影響については，プラス
の評価をする親の方が多い（「促進する」43％，「妨

げる」27％）等，様々なデータが明らかにされた
（Rideout他  2003）。

2005年調査は，親の態度や意識にウエイト
を置いており，子ども部屋にテレビを置いてい
る理由についても調べている。「親や他の家族
のメンバーが見たいテレビを自由に見られるよう
にするため」（55％），「家事の間子どもを部屋で
大人しくさせておくため」（39％），「子どもを寝か
しつけるのに役立つ」（30％）など様 な々大人の都
合があげられている（Rideout他  2006）。

カイザー調査のデータを用いた研究の中に，
テレビ視聴に関する家庭のルール（「時間ルー

ル」と「番組ルール」）が乳幼児の視聴の量と
質にどのような影響を及ぼすか，そのプロセス
に注目した研究がある（Vandewater他  2005）。2

表 1　2000 年代実施の乳幼児期のメディア接触に関する実態調査
国 調査名【実施主体】 実施時期 調査対象 調査方法 主な内容・特徴

ア
メ
リ
カ

Zero to Six：Electronic media 
in the lives of infants, toddlers 
and preschoolers

【カイザー・ファミリー財団】

2003 年
4 ～ 6 月

全国の 0 歳 6 か月～ 6 歳の
子どもの保護者【有効数 1,065】

RDD
電話調査

乳幼児の家庭での各種メディアとの関わりや，保護者のメ
ディア観等に関する基本的な実態を調べる調査。調査内
容については，テキサス大学の研究者の協力を得て実施
している。

The Media Family: Electronic 
media in the lives of infants, 
toddlers, preschoolers and their 
parents

【カイザー・ファミリー財団】

2005 年
9 ～ 11 月

全国の 0 歳 6 か月～ 6 歳の
子どもの保護者【有効数 1.051】

RDD 電話調査
およびグループ
インタビュー

2003 年調査をベースに，親の意識に関する設問にウエイ
トを置いた設計になっている。合わせて，2005 年 3 月～
2006 年 3 月に，全米 4 か所で各 2 グループずつのグルー
プインタビュー調査も実施している。

イ
ギ
リ
ス

Digital　Beginnings：Young 
children's use of popular 
culture, media and new 
technologies

【シェフィールド大学】

2004 年 9 月～
2005 年 7 月

イングランドの幼児教育施設に
通っている 0 歳 6 か月～ 6 歳の
子どもの保護者【有効数 1,852】

120 の幼児教育施
設を通した調査票
配付，郵送回収

乳幼児期の家庭でのメディアとの関わりの実態や保護者
の意識を調べる調査で，アメリカの Zero to Six 調査の
設計も参考にしている。

イングランド全域の 104 幼児教育
施設の保育者 524 名 質問紙法

幼児のメディア接触に対する保育者の意識や，就学前教
育段階のコミュニケーション・言語・読み書きリテラシー
のカリキュラムにおける各種メディア利用計画を調べる。

上記のうち 9 機関の保育者，
幼児とその親 各種

9 か所の幼児教育施設における各種メディアの教育利
用のアクション・リサーチ。保育者インタビューのほか，
幼児対象のグループインタビュー，親対象の電話インタ
ビュー等も含まれる。

日
本

幼児生活時間調査
【NHK 放送文化研究所】 2003 年 3 月

東京 50 キロ圏の 0 歳 4 か月～
6 歳就学前の乳幼児 1,500 名。
有効数 1,144 名（76.3％）

配付回収法
乳幼児のメディア利用を含めた生活行動を 15 分刻みで詳
細に把握する調査。保護者のテレビ・ビデオ視聴状況や，
子どものメディア接触に対する保護者の意識等について
も調べている。1979 年と1980 年にも同様の調査を実施。

“子どもに良い放送”プロジェクト・
フォローアップ調査

【NHK 放送文化研究所および
共同研究者グループ】

2003 年 1 月
から継続中

2002 年 2 ～ 7 月に川崎市で誕生
した乳児 6,000 人から無作為抽
出した 1,600 人の乳児の保護者
のうち研究参加の同意を得られ
た 1,368 世帯対象に調査開始。

郵送法

子どものテレビ視聴・接触時実態（時間，内容，視聴形態）
やビデオ，テレビゲーム接触実態を日記記入方式で調べ
る「映像メディア視聴日誌」と，子どもおよび保護者のメ
ディア接触や家族環境・生活環境，子どもの発達等に関
する質問を行う「家族の生活とメディア接触に関する質
問紙調査」を毎年実施。その他，子どもの発達段階に応
じて，直接子どもを対象とする調査も実施。

第 3 回幼児の生活アンケート
【ベネッセ教育研究開発センター】 2005 年 3 月

首都圏の 0 歳 6 か月～就学前の
乳幼児を持つ保護者 7,200 名。
有効 2,980 名（41.4％）

郵送法
（自記式アンケート）

メディアとの関わりを含めた子どもの生活全般の様子，大
人の子育て意識に関する意識と実態を調べる , 自記式ア
ンケート調査。2000 年と 1995 年にも同様の調査を実施。
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つのルールが異なる形で影響を及ぼしているこ
とが検証されている。「時間ルール」を設けてい
る家庭の子どもは，視聴時間が少ない傾向に
ある。これに対して「番組ルール」を設けてい
る家庭は，テレビに対してポジティブな考え方
をしており，子どもがテレビを視聴する時に親
が一緒にいる傾向（随伴する）が見られるが，子
どもの視聴時間自体は長いこと，そして，外遊
び時間も長いこと等が明らかになっている。分
析にあたった研究者たちは，乳幼児期に親が
設けるメディア接触ルールの特徴の検討が重要
な意味を持つことを示唆している。

（2）シェフィールド大学の研究プロジェクト
ヨーロッパでも，新しいメディア環境が子ど

もに及ぼす影響に着目した研究への関心は高
く，90年代後半からイギリスが中心となって
ヨーロッパ各国参加の国際共同研究が進められ
ているが，いずれも対象者は小学生以上であ
る。そうした中で，2004 ～ 2005年，シェフィー
ルド大学のDigital Beginningsという研究プ
ロジェクトが，イングランドの0 ～ 6歳児のメディ
ア接触実態調査を実施していることは注目され
る（Marsh他  2005）。イギリスでも乳児期から，
テレビをはじめとするメディアとの接触が活発な
様子が明らかにされている。家庭での乳幼児の
メディア接触実態調査の他に，保育・幼児教育
機関の実務者を対象に，①メディアが乳幼児に
及ぼすプラス・マイナスの影響に対する意識や，
②幼児教育段階の「コミュニケーション・言語・
読み書き学習カリキュラム」の中でのメディア利
用実態と効果的な活用方法（テレビ，電子黒板等

を含む）を探る研究が併せて実施されている点に
特徴がある。イギリスでは，幼児教育段階から
メディアを効果的に取り込むことやメディア・リ

テラシー教育の充実を重視しており，0 ～ 6歳
児の実態調査も，この観点から今後の対応に
活かすことが想定されたものといえる。

以下の項では，乳幼児期におけるメディアと
の関わりが子どもの発達にどのような影響をも
たらしているのかという観点での研究動向を見
ていく。

〈早かった日本の乳幼児とメディア研究〉
日本でも，2000年代に入って，乳幼児とメ

ディアに関する調査研究が行われているが（表
1），0歳代を含めた実態調査という点では，ア
メリカやイギリスより早い段階で着手している。

1979年（首都圏），1980年（秋田，大阪）の
NHK幼児の生活時間調査では，生後4か月以
上の乳幼児の日常生活を詳細に尋ねて，テレビ
視聴の実態や，テレビに対する乳幼児の様 な々
反応を調べている。「2 ～ 4歳の幼児が小中学生
より長時間テレビに接していること」や「画面の
動きに応じた反射的な動作は，内容の理解がで
きない時期から盛んなこと」「0歳代からテレビ画
面への関心を示し，1歳半から2歳にかけて番
組内容の理解をはじめ，3歳では大部分の子ど
もが習慣的な視聴をするようになること」などが
明らかにされていた。ビデオやテレビゲーム等の
メディアが家庭に普及した2003年に実施された
同種の調査と比較をすると，テレビ接触時期は
早まっているが，乳幼児の映像メディア接触時
間については，世間で言われていたような一方
的な増大傾向はおきておらず，ビデオやゲームに
使われる時間はそれまでのテレビ視聴時間と置
き換わっていること等が明らかにされている。
“子どもに良い放送”プロジェクトによるフォ

ローアップ調査は，同一の子どもたちを0歳の
時点から定期的に追跡調査して，映像メディア
の影響を多様な観点から中長期的に分析するこ
とを目的としているものだが，現時点で，一定
規模で同様の継続調査を実施している国はみ
あたらない。
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3．影響研究における
　　　　　メディアの内容の重要性

2000年代冒頭，アメリカでは，子どもとメ
ディアの影響研究の今後の展開にとって重要な
2つの研究成果が相次いで発表された。

（1）Early Window Project
Early Windowは，低中所得層家庭の子ども

を対象に，就学期までの認知発達に及ぼすテ
レビ視聴の影響を調べる目的で実施された研
究である（Wright他　2001）。同一の子どもを追
跡したこの継続調査では，3年間にわたってテ
レビ番組の視聴量と認知発達（言語発達や就学

準備能力等）の測定が行われている。視聴時間
は生活時間日記方式で記録され，4つの番組タ
イプ別（①子ども向け情報･教育番組，②子ども向け

アニメ番組，③その他の子ども向け番組，④一般向

け番組）の測定も行われた。分析の結果，次の
ようなことが明らかにされた。
・2 歳時点の子ども向け情報 ･ 教育番組の視聴量は 3

歳時点の言語発達や就学準備力の成績の高さを予測
できる。4 歳時点の教育番組視聴は 5 歳時点の成績
の予測要因にならなかった

・2 ～ 4 歳時点のアニメ番組と一般向け番組の視聴量
は，後の成績の低さを予測させる傾向が見られた。

この研究は，テレビは番組の内容の違いに
よって幼児の認知発達に逆の影響を及ぼすこと
を明らかにしており，テレビ影響研究における

番組内容の重要性を示している。また，視聴
の時期（年齢）によって影響の表れ方が一様で
ないことも示している。

（2）Recontact Study
もうひとつの研究は，幼児期（5歳時点）のテレ

ビ視聴がティーンエイジャー時点の学業成績に

どのような影響を与えたかについて因果関係を
分析したものである（Anderson他　2001b）。ここ
でも，幼児期の調査で，テレビ視聴状況が数
週間にわたり15分ごと，詳細に記録され，番
組名の記録も残されていた為，番組タイプ別視
聴時間量の測定が可能であった。

この研究では，①「幼児期の教育番組の視
聴の多さが，ティーンエイジャー段階の学業成
績の高さに結びついている（特に男子の場合の英

語，数学，科学の成績で顕著）」という結果を得て
いる。早い段階で教育番組に接することでス
ムーズな就学準備ができ，学習意欲が促進さ
れたことの累積的な影響であると分析してい
る。また，②「テレビ視聴は子どもの注意力を
弱め，学業成績や読書，創造性の発達に好ま
しくない｣という一般的に広まっていた理論を
否定する結果も検出している。この点について
は，幼児期にどのような教育番組を見ていたか
によって，年月を経て成果が現れる内容が異
なることも明らかにしている（例えば，『セサミスト

リート』の視聴の多さは学業成績の良さや読書量の多

さに反映され，『ミスター ･ロジャース』の視聴は創造

性の発達に反映されている）。一方で，③幼児期に
アクション･暴力系の番組を視聴していた子ども
は高校での成績が比較的悪く（女子の場合のみ），
一般娯楽番組は，学業成績のプラス･マイナス
いずれの予測因子にもならなかった。

また，本研究の重要な特徴として，テレビ視
聴の総時間量は，予測因子としてあまり寄与せ
ず，視聴内容（番組の種類）の方が予測因子とし
ての精度がはるかに高かった点が指摘できる。

2つの研究は，それまで多くの影響研究が，
番組内容に踏み込まず，視聴時間量の影響分
析に止まっていたのに対して，子どもの発達に

影響を与えるのは番組の内容である点を明ら
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かにし，2000年代の子どもとメディア研究に影
響力を及ぼした重要な研究である。

（3）乳幼児期の視聴番組特性と言語発達の研究
Recontact Studyメンバ ーで もあ った

Linebargerは，2000年代に入って企画した
乳幼児期のテレビ視聴と言語発達の関係性を
調べる研究（Linebarger他　2005）に，視聴内容
を組み込んだ分析を取り入れている。

この研究では，30か月（2.5歳）時点の子ど
もの言語発達（①語彙力と②言語表出力）と，
生後6か月時点から3か月ごとに保護者が記録
してきた子どものテレビ視聴実態との関係性を
分析している。乳幼児期のテレビ視聴は，その
内容によって言語発達とプラスの関係性もマイ
ナスの関係性もあることを示している。

言語発達にプラスの関係性が見られた番組

は，Dora the Explorer, Blue's Clues（登場人物が

子どもに直接語りかけ，子どもの参加を積極的に促す

形態の番組で，物の名前を紹介したり，子どもに反応

する機会を提供している番組）や，Arthur, Clifford, 
Dragon Tales（物語的要素を備えている番組）であっ
た。マイナスの関連性が見られたのはTeletubbies

（語彙力･表出力ともに）とSesame Street（表出力の

み）, そして，Barney & Friends は，語彙力では
マイナス，表出力ではプラスの関係性が見られ
た。大人向け番組も含めたテレビ視聴全体量は，
語彙力ではマイナスの関係性，表出力では若干
ではあるがプラスの関係性が見られた。

ただし，結果の解釈にはいくつか留意すべき
点がある。まず，ここに示された関係性は，言
語習得が早い子どもと遅い子どもでは好む番組
が異なるという番組選択効果に起因している可
能性も考えられる。また，2歳以上の子どもに
ついては，『セサミストリート』の視聴は言葉の

発達を促進するという一致した研究結果が多
数存在するが，この番組が2歳以上を対象とし
てきたものである為，それ以前の発達段階の
子どもたちには言語学習面で困難な要素が含
まれている可能性がある。さらに，この研究は
あくまでも言語発達以外の観点での番組の効
果検証はしていないので，『セサミストリート』
や『テレタビーズ』が今回の対象年齢児にとっ
て視聴意義がないことを意味するものではない。

（『セサミストリート』の制作機関では，2006年，テレ

ビ番組より下の年齢層を意識したDVDシリーズSesame 

Beginningsをリリースしている。後述。）

4．0 ～ 2 歳児の映像への
　　　　　　　注目，理解，学習

（1）乳幼児の画面への注目
子どもがテレビやビデオをどのように認知す

るのかに関する研究は古くから存在するが，近
年，2歳以下の子どもの視聴がクローズアップさ
れる中で，改めてこのテーマへの関心が高まっ
ている。

乳幼児がテレビに関心を示し注目する要因に
は，「画面の動きや変化，音の効果などテレビ
の形式的特徴」と「見ているものを理解できる
能力」の2つがあり，発達段階初期には，形
式的特徴が子どもの画面への注目を高めるが，
認知能力が発達し，テレビに接する経験が増
えるに伴い，理解力も含めた認知的要因が子
どもをテレビ画面にひきつけると考えられてい
る（Huston他 1983）。70年代には『セサミスト
リート』，現在は『テレタビーズ』の視聴を通し
て，異なる年齢や月齢の乳幼児の画面の注視
や心拍数の変化を調べる研究が行われている

（Pempek他  2008）。
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6か月から58か月までの子どもたちに，難易
度の異なるセグメントで構成されたビデオを視
聴させて，注目度を分析した研究（Valkenburg

他  2004）では，乳児は『テレタビーズ』に，年長
の子どもは難易度の高い子ども向け番組に最も
強い注目を示し，大人向け番組への注目度は
いずれの年齢層でも低いという結果が示され，
自分の理解の範囲内で画面を注目することが明
らかにされている。この研究では特定の場面に
対する注目度も分析しており，音楽や明るい色
などの顕著な形式的特徴は18か月までの子ど
もの注目を刺激していること，年齢の上昇とと
もに子どもの注目は内容面に向けられるように
なり，その移行時期は1歳半から2歳半の間と
見られると指摘している。

（2）テレビからの学習と video deficit
画面を注視しているというだけでは，内容

を理解し，そこから何かを学んでいるかどうか
まではわからないが，乳児期でもテレビやビデ
オの映像から学ぶことが可能なことを示す研
究は存在している。例えば，おもちゃに対して
怒りの感情を示す大人の様子をテレビ画面で
見た12か月の子どもが，同じおもちゃを見た
際に避ける行動をとったという研究結果の報告

（Mumme他  2003）があるが，これは，映像で見
た感情反応を自分の行動に利用できたことを示
している。

その他にも様 な々例があるが，一般に2歳ぐ
らいまでの子どもは，テレビやビデオの映像を通
した学習（模倣学習，探索行動学習，言語学習など）

は，直接人から教わるライブの世界での学習と
比べると困難なことが知られている。この現象
は，2歳前後で顕著と言われており，Anderson
ら（2005）によって「video deficit（画像認識欠如）」

と命名されている。乳幼児は，現実世界で様々
な直接的な体験を通して膨大な事柄を学んでい
く。映像メディアを通していろいろなことを学ぶ
には，画面の映像と現実との関係の理解が必要
とされるが，2歳ぐらいまでの子どもにとっては，
このことが難しいという状況がある。

しかし，video deficitは様々な形で克服も可
能なようだ。例えば，同じ映像を繰り返し視聴
することで子どもの注意が高まり，6か月児で
も，ライブの刺激を提示した場合と同程度の
理解と模倣学習が可能であったという実験結
果を示した研究がある（Barr他  2007a，Barr他  

2007b）。6 ～ 18か月児にとって，テレビからの
学習は複雑なプロセスだが，≪繰り返し効果を

生かして情報を処理するのに十分な時間≫を設
けることで，映像からの学習が可能になるとい
う例である。

また，実験対象の2歳児の家庭にビデオカメ
ラを取り付けて2週間にわたって子どもがテレビ
を視聴する様子を録画し，子ども自身が，画面
に映しだされる自分の姿を体験するという条件
を加えると，video deficitが克服され，映像か
らの学習がし易くなったという研究報告もある

（Troseth  2003）。≪テレビというメディアの仕掛

けの理解≫が，映像を通した学習を促進させ
た例である。

テレビ・ビデオに登場する人物は，見ている子
どもと直接的な相互作用ができないため，2歳ぐ
らいまでの子どもたちには，情報を共有できる
社会的パートナーとして認識されにくく，直接面
と向かって提供されるメッセージほどの学習効
果が得られない。しかしある実験で，閉回路
テレビを通して，ビデオの人物が被験者の2歳
児に直接働きかける（子どもの名前を呼びかけたり，

その子どもに関わる事柄を話しかけたり）という条件
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を加えると，その後のビデオを通した学習課題
の解決にプラスの効果をもたらしたという研究
がある（Troseth他  2006）。子どもが画面の人物
を，≪関連情報を共有できる，信頼できるパート

ナー≫と判断したことで，video deficitが解消
された例といえる。　

現実のテレビ番組やビデオでは，こうした人
物との相互交流が可能なわけではないが，番
組以外の設定なども使って，登場人物（あるいは

番組の重要なキャラクターなど）を子どもにとって身
近で，信頼できる人物としてイメージできるよう
に工夫することは，子どもの学習にとって重要
といえる。

（3）乳幼児向けビデオをめぐる研究
大きな社会現象になっている乳幼児向けビデ

オ（baby videos）について，アメリカでは現在，
学習効果を中心に様々な研究が行われている。
言葉の学習に着目して，言語力測定なども組み
込んだ実験研究も行われているが，例えば，6
～ 24か月の乳幼児を対象としたLinebargerら
の研究（2008）では，ビデオの利用は言語表出
力より語彙力の育成で効果が見られることや，
繰り返し視聴の効果が大きいことなどの結果を
得ている。

Baby  E ins t e inシリーズのDVD,　B a by  
Wordsworth（1歳以上向け，30単語の学習）を取り
上げた研究（Robb他 2009）では，6週間にわた
る家庭での視聴が，12 ～ 15か月の子どもに及
ぼす影響を調べるため，2週間ごとに子どもの
言語力を測定して，非視聴グループの結果と比
較を行ったが，DVD視聴の効果は検出されず，
12 ～ 15か月児たちは，このDVDを家庭で見
るだけで単語を理解したりしゃべったりできる
ようになるわけではないことが明らかになった。

分析にあたった研究者らは，類似の研究が見
られないので確定的なことは言えないとしたう
えで，取り上げる単語の適切さや情報量，子ど
もの注意をひきつける上での課題を指摘し，制
作者に向けてプレゼンテーション上の工夫の可
能性を提言している。

12，15，18か月児120人を対象としたBarr
ら（2008）の研究では，2種類の乳幼児向けビ
デオ（Baby EinsteinシリーズのBaby MozartとSesame 

BeginningsシリーズのKids' Favorite Songs）を取り上げ
て，家庭での視聴の様子（画面への注視時間と各

種の反応）を調べている。
1）ビデオ注視時間は，該当ビデオの視聴経験がある

子どもたちの間で極めて高い：前者ではモーツァル
トの音楽の部分，後者ではセサミのマペットが登
場する場面

2）ビデオ視聴中に，頻繁に質問したり，ラベリングし
たり，解説するなど，親が子どもに積極的な関わ
りを持つほど，子どもの注視時間が長く，内容へ
の反応（発話や指差し行動，体の動きを伴う反応）
も多い

この研究では，内容の理解度の検証までは
行っていないが，同グループの他の研究で示さ
れているように，年齢に適したコンテンツに子ど
もの注意を向けるこのような相互作用は，特に
繰り返し行われる場合，理解と学習を高める可
能性があり（Barr他  2007a），この結果は，制
作者と親の双方にとって重要な情報を提供して
いる。

さらに対象年齢を下げて（6，9，12か月児），

Baby Mozart の視聴反応を調べた研究（Zack他  

2008）でも，一緒に見ている親の働きかけが子
どもの画面への注目を高める傾向を検出してい
る。乳児期に親子が一緒に視聴する際，番組
の中身以上に親のインプットが子どもの画面注
目を高め，学習に寄与する可能性があることを
示している。



44 　JANUARY 2010

マサチューセッツ大学の研究グループでは，
12 ～ 15か月，18 ～ 21か月の子どもと親を対

象に，Sesame Beginnings とBaby Einsteinシ
リーズのビデオについて，自宅での継続視聴と
実験室での視聴反応実験を組み合わせた研
究を実施しているが，一緒に見ている親の視
聴行動（関わり）が子どもの画面注目や学習に
とって，大きな意味を持つ可能性を示唆してい
る（Pempek  2007）。この年齢の子どもの場合
には，テレビの形式上の特徴が子どもの注目を
ひくと言われてきたが，一緒に番組を見る親の
存在がそれを上回る要因となる可能性もあると
している。

数百万ドル産業にまで成長した乳幼児向けビ
デオが，子どもの発達にどのような影響を及ぼ
しているかの研究は，まだ十分とはいえない。
DeLoacheら（2009）も指摘するように，プラス，
マイナスそれぞれの影響の可能性があるという
前提で，様 な々観点からの研究が必要とされて
いる。それぞれのビデオがねらいとする学習の
効果が視聴対象の乳幼児に表れているのかどう
か，効果がどの程度持続するのかも含めた実験
研究は，コンテンツの改善にとっても必要と思
われる。その一方で，テレビの場合と同様，乳
幼児向けのこうしたビデオに接すること自体がも
たらし得る影響についても検証が必要であろう。

5．バックグラウンドテレビの影響

これまで，メディアの影響を検討するにあ
たって，その内容，コンテンツが重要であるこ
とを繰り返し述べてきたが，2000年代の子ども
とテレビ研究，とりわけ乳幼児対象の研究にお
いて，もうひとつ重要なポイントがある。バック

グラウンドテレビの存在である。

「テレビの影響」を話題にする際，これまで
私たちはごく当然のこととして，子どもたちが実
際に視聴しているテレビ番組（＝フォアグラウン

ドテレビ）のことを想定してきた。しかし，前
述のカイザー調査等でも明らかにされたとおり，
乳幼児の多くは，「親や兄弟が見ている番組や，
誰も見ていないのにつけっ放しになっているテレ
ビ」（＝バックグラウンドテレビ）に何時間もさ
らされている。バックグラウンドテレビは，明ら
かに乳幼児向けではなく，彼らには理解が難し
いため，活発な関心を示すものではないが，家
庭環境要因の一つとして，何らかの影響を子ど
もあるいは大人に与えても不思議ではない存在
といえる。

両者の概念の区別を提示し，それぞれの状
況が乳幼児に及ぼす影響は，性格的にも大き
く異なることを予測したのは，マサチューセッ
ツ大学のAndersonら（2001a，2005）である。こ
の研究グループでは，バックグラウンドテレビ

（BTV）の存在は，遊びなど子どもが進行中の
行動や親子の関わり合い（相互作用）を妨げるの
ではないかとの仮説を立てて，実験室での研
究を進めてきた。

（1）子どもの遊びに及ぼす BTV の影響
第1の研究は，生後12，24，36か月の子ど

もに様 な々おもちゃを与えて1時間遊ばせる環境
を設け，30分はBTVとしてクイズ番組を流し，
残り30分はテレビを消した状態にして，子ども
のおもちゃ遊びの様子をビデオ録画した。テレ
ビの注視，ひとまとまりの遊びの継続時間，遊
んでいる時の集中時間，遊びの成熟度につい
て，観察者がコーディングして，分析を行った。

子どもが BTVに目を向けた頻度や時間はわ
ずかであった（1分間に1回未満，時間はそれぞれ数
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秒）にもかかわらず，BTVは，おもちゃ遊びの
時間（ひとまとまりの遊び時間）と遊びの集中力を
有意に減少させていることがわかった。

研究者たちは，「一見ほとんど注意を払って
いないようにみえても，BTVは乳幼児の遊びを
妨げていると考えられ，このことはその後の子
どもの認知発達にとって重要な意味をもつもの」
と分析している（Schmidt他  2008）。

（2）親子の相互作用に及ぼす BTV の影響
同研究グループの第2研究では（Kirkorian他  

2009），前の実験と同じ環境を設け，おもちゃ
遊びの代わりに親子の相互作用（関わり合い）
の量と質を調べている。BTVがついている時
には，親の関心がテレビに向いてしまうことも
あって，親子の関わりが大幅に減少しているこ
と，特に親から子どもへの働きかけが消極的

（しっかり子どものほうを向くことなく，子どもからの関

わりにとりあえず対応するなど）という結果が得られ
ている。

親子の相互作用は，乳幼児向けの番組やビ
デオの視聴中にも見られるが，ここでは，一緒
に見ている画面に関連して，親が子どもに言葉
かけ（親による説明や子どもからの問いかけへの反応

等）をしたり，一緒に歌ったり踊ったりすること
で，映像内容に対する子どもの注目･理解を高
める，ポジティブなものであることが多い。親
子が一緒にテレビの近くにいるとしても，その
状況によって，乳幼児期の子どもにもたらす意
味合いは大きく異なる。

これらの研究は実験室で行われたものだが，
家庭で継続的にバックグラウンドテレビにさら
される環境に置かれていることの累積的な影響
は，さらに大きいものと考えられる。（第2 研究で

は，親が現実の生活場面よりは子どもと意識的に相互

交渉をしたであろうことも推測されるため，実験研究

でのBTVの影響は実際より小さいものとして検出され

ている可能性が予測される。）

一連の研究は，テレビの利用が子どもに及ぼ
す影響をめぐっての研究では，フォアグラウンド

テレビとバックグラウンドテレビの区別が不可

欠なことを明らかにしている。実験研究だけで
はなく，視聴実態調査やメディア接触実態調
査で検出可能なバックグラウンドテレビとの接
触の状況を，子どもの視聴特性として捉えるこ
とで，さらに多様な分析も可能であろう。

6．新しい分野による
　　　　　　子どもとメディア研究

（1）小児医学専門家による影響研究の増加
1999年のアメリカ小児科学会（AAP）の提

言以降，小児医学や公衆衛生の専門家が，子
どもとメディア研究に積極的に関わり始め，学
会機関誌Pediatricsを中心に，成果の発表が
相次いでいる。テーマも，子どもの注意上の問
題（集中力の欠如･落ち着きのなさ），暴力・反社会
行動，睡眠の不規則性や肥満，認知発達や言
葉の発達への影響等多岐にわたっている。し
かしながら，子どもとメディア研究に長年携わっ
てきた心理学やコミュニケーションの研究者た
ちの間では，彼らの分析手法や研究アプロー
チに対する懸念も大きい。こうした点も含めて，
研究動向を見てみよう。

最初に取り上げるのは，2004年，Pediatrics
に発表された際，社会的にも大きく注目を集め
た研究である（Christakis他　2004）。この研究
では，1980年代に実施された大規模な縦断調
査のデータを再分析した結果，3歳までのテレ
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ビ接触時間量（親の推計）が7歳時点での注意上
の問題（親の報告）の予測因子になると発表した。
研究者たちは，結果の解釈として，テレビは画
面転換が多いため，注意の発達を阻害する可
能性があると指摘した。そのため，「テレビ」と
いうメディアが子どもの発達に悪影響を及ぼす
という論調の記事が多数報道される結果となっ
た。研究者も記者も，「テレビの特定のコンテ
ンツがこのような問題を引き起こす可能性」や，

「そうした特性を持つ子どもがテレビをよく見る
（親が子どもを落ち着かせるためにテレビを見せ
る）可能性」については考慮しなかった。

日本でも類似の例があるが，因果関係を検
出できる研究デザインがなされていないにもか
かわらず，視聴時間量と特定の結果を関連づけ
て，テレビというメディアが因果関係を引き起こ
す要因となっていると結論づけてしまう誤りの
代表的な例である。デンマークでも医学の専
門家が同様の研究を行っているが，この研究
者たちは，Christakisらの研究の解釈には賛同
しておらず，慎重な解釈の必要性を主張してい
る（Obel他  2004）。

また，Christakisら（2004）の研究は，子ども
が実際に接している番組の内容に関わる分析は
なく，接触量についても，1日どのぐらい見てい
るかを尋ねた1問に頼っていて，接触量の妥当
性･信頼性の検討が十分とはいえないなど，メ
ディアの影響検討としては，十分な測定といえ
ない点がある。前述（ｐ40）のとおり，これは長
年子どもとメディア研究を担ってきた発達心理
学を中心とする研究者たちが，自ら脱却すべき
問題点として2000年代に入る頃から重視してい
ることだけに，新たにこの分野に参加してきた
研究者たちに対しても，厳しい指摘がなされて
いる（Anderson他　2005，Anderson他　2009）。

同じ研究グループでは，乳児期のテレビ視
聴と児童期の認知能力の発達の関係性も調べ
ており，3歳以前のテレビ視聴と6，7歳時点の
認知発達には負の関係が見られるが，3 ～ 5歳
時点の視聴については一部正の関係が見られる
という結果を得ている（Zimmerman他  2005）。
本研究も，前の研究と同じ問題点を有するが，
この研究成果が掲載された同じ研究誌の中
で，心理学の研究者が，問題点の指摘と分析
手法のアドバイスを提供する場を与えられている

（Chernin他  2005）ことは注目されよう。
その後の別の研究（Zimmerman他  2007）で

は，心理学者たちから受けた指摘を反映させ
て，番組の内容による影響の違いを含めた分
析も行っている。この研究は，乳児向けテレ
ビやビデオが登場し始めた時代の全米規模
の子どもの生活時間調査 Child Development 
Supplementのデータ（0 ～ 12歳対象。1997年と

2002年）を用いたもので，「3歳以前の教育番組
の視聴は8歳時点の注意上の問題とは関係性
がないが，3歳以前の暴力番組の視聴および非

〈参考〉

アメリカ小児科学会の提言は日本にも波及し，
2004年には，日本小児科学会が「乳幼児のテ
レビ，ビデオの長時間視聴は危険です」という
タイトルの提言を発表した。さらに「長時間視聴
児は言語発達が遅れる危険性が高まる」との警
告も行っており，その根拠として1歳半時点のテ
レビ視聴時間量と言語発達の関係性を示す調
査結果が提示された。しかしながら，1時点の
調査だけで因果関係の検証を行うことはできず，
また1歳半の言語能力（2つ以上の単語をしゃべ
る）でその後の言語発達を予測することの妥当
性についても無理があるとの見方が，発達心理
学をはじめとする専門家から指摘されている。
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暴力的娯楽番組の視聴は，8歳時点の注意上
の問題と有意な関係性がみられた」「4 ～ 5歳時
点の視聴は，いずれのタイプの番組の場合も，
5年後の状況との間に関係性がみられなかっ
た」というものである。

同じテーマについては，5歳時点のテレビ接
触量と6歳時点の注意上の問題には関係性が
検出されなかったという研究結果も発表されて
いる（Stevens他  2006）。

また，Child Development Supplement調査
のデータを用いた別の研究（Christakis他  2007）

では，2 ～ 5歳時点の暴力的な番組の視聴は7
～ 10歳時点での反社会的な行動との間に関係
性があるが（男子のみ），教育番組と非暴力的娯
楽番組については，男女ともにそのような関係
性は見られなかったとしている。この結果から，
研究者たちは，見ている番組の内容によって子
どもに及ぼす影響は異なり，特に教育番組に
ついては過去の研究成果から様 な々プラスの影
響が得られることも明らかなため，「全体の視
聴時間量を減少させなくても，見る内容を変え
ることで子どもの行動にプラスの影響をもたら
すことが可能」「早い段階で大人が子どもの視
聴内容に注意することが重要」とまとめている。

（2）異分野交流による研究の活性化
専門分野が異なれば，測定･分析手法も異

なるが，互いの知見を出し合うことで新たな手
法や課題設定を生み出す可能性が期待される。
アメリカでは，近年子どもとメディアをめぐる研
究ワークショップで既存分野の研究者と小児医
学・公衆衛生の研究者が顔を合わせ，情報交
流を進める機会や，互いの専門誌への投稿も
増えている。

例えば，アメリカ小児科学会の提言の背景に

もなっていた「TV視聴は子どもの発達にとっ
てより適切な活動のための時間を奪っている」
という一般的に広まっている懸念に対して，科
学的データで検証を試みた心理学者らの研究

（Vandewater他  2006）も，Pediatrics 誌に発表さ
れている。テレビ視聴時間と親や兄弟との交流
時間の間には一定の負の関係性が見られ，そ
の意味でテレビ視聴が子どもに与える影響への
懸念はある程度正当化される。しかし一方で，
テレビに関する懸念や考えの中には実証的裏
付けが乏しいものもあり，本研究では，テレビ
視聴時間と読書時間や活動的な遊びの時間に
は関係性が見られなかったと報告している。ま
た，親がストレスを抱えている場合を例に出し
て，親と過ごす時間はすべてよい時間と考える
ことにも注意を要すると指摘している。

心理学，医学出身メンバーが共同で研究を
進める例も見られる（Schmidt他  2009）。番組内
容別視聴時間のデータが得られない等，影響
研究としての重要な要件をすべて備えていない
ことから，結果の解釈も慎重だが，マサチュー
セッツ州で実施されているフォローアップ調査
に関連した研究で，生後 2年間のテレビ視聴量

（6か月，1年，2年時点で測定）と3歳時点の言語発
達，視覚運動能力との間には関係性が検出さ
れなかったと報告している。

乳幼児期の映像メディアの影響については，
いずれの専門分野の研究も，量･質ともにまだ
十分とはいえない面も多く，影響の有無やメカ
ニズムについて明確なことを言える段階ではな
い。いずれの内容についても注目度が高いだけ
に，研究成果の“発表”が，社会的に強いイン
パクトをもたらすことを，研究者がしっかり認識
しておくことが必要といえる。
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7．影響研究における
　　　　　　対象メディアの拡大

乳幼児を対象とするメディア影響研究では，
今日でも，基礎的な映像認知に関する研究や，
テレビやビデオ・DVDをめぐる研究のウエイト
が大きい。しかしながら，2歳前後で親の膝の
上でコンピューターとの出会いが始まり，3歳半
頃までには自律的に関わるようになるといった
状況があるアメリカでは，双方向性を特徴とす
るメディアが幼児に与える影響に関する研究も
蓄積されつつある（Children Now  2008）。

例えば，双方向メディアが子どもの発達にど
のように貢献できるかという観点での研究拠点
のひとつであるジョージタウン大学では，コン
ピューター絵本から物語や言葉を学ぶ際にコン
ピューターのアクセスを幼児自身が行った場合
と大人が行った場合の影響を比較分析する実
験研究（Calvert他  2005）や，video deficitの解
消にコンピューターゲームが活用できないかどう
かを試みる実験研究（Lauricella他  2009b）等が
行われている。

テレビ研究からスタートしたCalvertは，乳
幼児期の映像からの効果的な情報の獲得とい
う面で，いわゆる「双方向メディア」だけでな
くテレビにも注目し続けており，彼女の研究グ
ループでは，番組の登場人物やキャラクターが
子どもたちに効果的に働きかける工夫という意
味でのinteractivityに着目した研究も行ってい
る（Lauricella他  2009a）。

同大学で幼児の学習を専門とする立場からメ
ディア研究を行っているBarrらの研究グループ

（前出，Barr他）でも，video deficitの解消に着目
して，双方向性のあるタッチスクリーンインター
フェイス（技術）を用いて，15か月児にとって，

映像からの学習が効果的になる可能性を検討
する実験を行っている（Zack他  2009）。

テレビやビデオの場合と同様，ゲームやコン
ピューター，そして電子おもちゃなどの双方向メ
ディアの場合にも，影響研究を進めるにあたっ
て，コンテンツの分析研究は必須だが，こうし
た側面も含めて，この分野の研究は地道な積
み重ねが必要な段階といえよう。教育テレビ番
組制作者に情報を提供するという意味で効果
的であった，映像への注目，理解の研究の対
象を，双方向メディアにまで広げて発展させる
ことが重要と考えられる。

なお，乳幼児のメディア接触実態に関する調
査の特徴として2節でも触れたとおり，イギリス
でもこの分野の研究は活発で，教育省関連機
関の報告書（Aubrey他  2008）としても発表され
ている。

8．考察：今後の研究の展開へ向けて

以上，アメリカを中心に乳幼児とメディア研
究の最新動向を紹介してきたが，最後に研究
者たち自身が認識している課題も含めて，今後
の研究の展開にとって重要なポイントについて
考察を行う。
■研究姿勢の重要性

「影響研究ではメディアの内容が重要」「子ど
ものメディア接触に対する親の関与の内容も影
響研究のキーポイント」「バックグラウンドテレビ
の影響にも注目すべき」等 ，々2000年代の乳
幼児とメディア研究は，いくつもの重要なポイン
トを提示している。いずれも指摘されてみると，
おおいに納得できる内容だが，裏を返せば，こ
れまでのメディアの影響研究に，思い込みや暗
黙の了解があったことの反省も必要といえよう。
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その意味では，今後さらに変化するメディア環
境や家庭環境を鋭く観察しながら，子どもとメ
ディア研究にとって見落としてはいけないポイン
トを敏感に察知して，早い段階で研究に反映さ
せていくことが重要と思われる。

2歳以下を含めた，メディア接触実態調査が
極めて少ないことは本論で紹介のとおりだが，
大量サンプリング調査だけに頼ることなく，家庭
訪問観察等の手法による地道な分析（Johansen  

2007）を積み重ねることも重要である。
また，現在このテーマには，様 な々分野から

研究への関心が高まっているが，研究者間での
活発な情報交換・議論・研究交流が，新たな
研究アプローチを生み出していくことを期待し
たい。例えば，すでに少し上の年齢の子どもた
ちの間に浸透している“複数メディアの同時並
行利用”現象がもたらす影響をどのように捉え
ることが可能か，といった議論は，乳幼児のメ
ディア研究にとっても全く無縁のことではないで
あろう。
■新しい研究手法の可能性

子どもとテレビ研究の第一人者で，本稿でも
しばしば名前が登場したDaniel Anderson（発
達心理学）は，アイトラッキングや脳内活動の
測定をはじめとする新たな研究手法を取り込ん
だ子どもとメディア研究の重要性を強調して，
自らの研究グループでも取り組み始めている

（Anderson  2009）。例えば，Kirkorianら（2007，

2008）は，『セサミストリート』を20分間見た際
の1歳児，4歳児，成人の眼球運動を比較分析
した結果，4歳児と1歳児よりも4歳児と成人
の方がはるかに近い眼球運動を示していること
や，4歳同士，成人同士の眼球運動は非常に
似ているが，1歳児の場合には個人差が極めて
大きいこと等を確認している。1歳時点の子ど

もは年長の子どもとかなり異なる方法で画像処
理をしていることを明らかにしたものであるが，
こうした研究の蓄積は，乳幼児が映像をどのよ
うに認識し理解していくのか，発達プロセスの
理解にもつながり，さらには，なぜ特定のメディ
ア形態や内容がある種の影響を及ぼすのかとい
う課題の理解にも役立つものと考えられる。
■長期スパンの影響研究への期待と課題

影響研究に関わる多くの研究者が共通に実
感していることのひとつは，長期スパンでの影
響分析の必要性であろう。本論でも触れたと
おり，影響の出現の仕方は極めて複雑である。
ある特定の発達段階で表れその後消失する影
響なのか，発達とともに累積的に顕著になる影
響なのか。メディア以外の多様な要因も様々に
変化する中で，子どもの発達とメディアの関係
性を捉えていくためには，同じ子どもの変化を
詳細に調べていく手法による研究は重要な意味
を持つものといえる。

アメリカ で は，2009 年 1月，N a t i o n a l  

Children's Studyという10万人規模の国レベ
ルの調査がスタートした。出生直前から21歳
までの長期にわたる追跡調査で，様々な環境
や遺伝因子が子どもの発達に及ぼす影響を多
面的に調べることを目的としている。現時点
で詳細は明らかにされていないが，「様々な環
境」のひとつとしてメディア環境を取り込むこ
とについては検討が進められてきた経緯があ
ることから，今後の動向が注目される。

（こだいら さちこ）

注：
1）国内の子どもとテレビに関する研究動向につい

ては，次の論文が参考となる。
小平さち子（2003）子どもとテレビ研究・50 年
の軌跡と考察，NHK 放送文化研究所年報 , 47，
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Chernin, A.R., & Linebarger, D.L. （2005）. The 
relationship between children's television viewing 
and academic performance. Archives of Pediatric 
and Adolescent Medicine, 159（7）, 687-689.

Children Now.（2008）. The effects of interactive media 
on preschoolers' learning: A review of the research 
and recommendations for the future．Children Now.

Christakis, D. A., Zimmerman, F. J., DiGiuseppe, 
D. L., & McCarty, C. A. （2004）. Early television 
exposure and subsequent attentional problems in 
children. Pediatrics, 113（4）, 708-713.

Christakis, D. A., & Zimmerman, F. J. （2007）. 
Violent television viewing during preschool is 
associated with antisocial behavior during school 
age. Pediatrics, 120（5）, 993-999.

DeLoache, J.S., & Chiong, C. （2009）. Babies and 
baby media. American Behavioral Scientist , 52（8）, 
1115-1135.

Huston, A. C., & Wright, J. C. （1983）. Children's 
processing of television : The in format ive 
functions of formal features. In J. Bryant & D. R. 
Anderson （Eds.）, Children's understanding of TV: 
Research on attention and comprehension （pp. 37- 
68）. New York: Academic Press.

Johansen, S. L. （2007）. Toddlers watching TV. 
A study on the role of electronic media in the 
everyday-lives of one to three year old children. 
Medien Paedagogik. Themenheft 2007/13,14 （www.
medienpaed.com /13/johansen0710.pdf）

Kirkorian, H.L. （2007）. Age differences in eye 
movements dur ing v ideo v iewing . Doctora l 
dissertation， University of Massachusetts at 
Amherst.

Kirkorian, H.L . , Anderson, D.R . , & Keen, R . 
（2008, March）. Looking at Sesame Street: Age 
differences in eye movements during video 
viewing. 【Poster session presented at the 
biannual International Conference on Infant 
Studies, Vancouver, BC.】

Kirkorian, H.L . , Pempek, T.A. , Murphy, L .A. , 
Schmidt, M.E., & Anderson, D.R. （2009）.  The 
impact of background television on parent-child 
interaction. Child Development , 80（5）, 1350-1359.

Lauricella,A., Howard, A.A.,& Calvert,S. （2009a, 
May）. Parasocial interaction & relationships & 
infants’ learning from television.【presentation 
for the CDMC Meeting】

Lauricel la ,A. ,Pempek,T. ,Barr,R .& Calvert , S . 
（2009b, May） Contingent computer interactions 
for young children's object retrieval success.

【presentation for the CDMC Meeting】
Linebarger, D. L., & Vaala, S.E. （2008, March）. 

Babies' television use and language development: 

53-110.
2）「メタ分析」とは，多数の先行研究の結果を，

系統的，総合的に分析して，より信頼性の高い
結果を得る手法のことである。

3）1950 年代からの映像描写に関する研究動向に
ついては，次の論文に詳しい。
小平さち子（1996）欧米にみる“子どもに及ぼ
す映像描写”研究，NHK 放送研究と調査，46（9），
2-21．
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